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〜 
平
成
23
年
度
財
政
状
況 

〜

　

平
成
23
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、

９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
大

切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の

か
、
一
般
会
計
を
中
心
に
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

町税
28億7,259万円
町民税　14.1億円
固定資産税
　　　　11.6億円
都市計画税
　　　　1.3億円
　　　　　　など

臨時財政対策債等
　　　　　　5.0億円
施設整備関係
　　　　0.4億円
　　　　　など

地方消費税
交付金
1億8,233万円 地方交付税

22億3,777万円
地方交付税
22億3,777万円

国・県からの
支出金
11億6,355万円

町債
　5億3,910万円

その他の
交付金など
1億8,718万円

繰越金
6億7,577万円

繰入金
8,000万円

使用料および
手数料
2億2,175万円
その他の収入
1億7,169万円

給

前月
からの
繰越金

自主
財源

依存
財源

貯金の
取崩し

料

親

か

き
せ

ら
の
援
助 雑収入

新たな借入金

歳入 83億3,173万円

家 計 に た と え る と

●１か月の総収入 … 29万2千円

　斑鳩家の家計簿は、斑鳩町
の決算額を人口28,561人
（平成24年３月末現在）で
割った数字を、１か月の家計
にたとえています。

一 般 会 　 　 計 決 算

斑鳩家の収入 収入額（円） 構成比（％） 平成23年の歳入
給　　　　　　　料 100,000 34.2 町税

雑　　　収　　　入
内職・パート収
入や不動産収入

14,000 4.8
使用料および手数料
その他の収入
諸収入

貯 金 の 取 崩 し 3,000 1.0 繰入金
前月からの繰越金 24,000 8.2 繰越金

親せきからの援助 132,000 45.2

地方交付税
国庫支出金
県支出金
地方消費税交付金等

新 た な 借 入 金 19,000 6.5 町債
合　　　計 292,000

（ ）
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平成23年度の決算

その他
　18万円

普通建設事業費等
5億3,984万円

人件費
14億8,454万円

公債費
10億1,498万円

扶助費
11億4,650万円

　物件費
15億8,204万円

積立金
　3,357万円

繰出金
8億7,566万円

維持補修費
1億1,744万円

補助費等
 8億4,724
　　　　万円

生

そ
の
他
生

活

費

活
費

家の増改築費

一 般 会 　 　 計 決 算
歳出 76億4,199万円

斑 鳩 町 の 財 政 を 、

●１か月の総支出…26万8千円（来月への繰越金2万4千円）〈平成23年度会計別決算〉

■歳入の主な用語録
町　　　税　�みなさんが納

めた町民税、
固定資産税等

地方交付税　�所得税等、国
が徴収した税
金のなかから
町の財政状況
に応じて交付
される交付金

町　　　債　�大きな事業を
おこなうため
の国や金融機
関からの借入
金

■歳出の主な用語録
人　件　費　�職員や特別職

の給与、議員
および各委員
会の委員報酬

扶　助　費　�子ども手当、
子ども・老人・
重度障害者の
医療費助成金
等

公　債　費　�町債（借入金）
の返済金

物　件　費　�消耗品や交際
費、業務委託
料等

繰　出　金　�国民健康保険
等の特別会計
へ繰り出して
使ったお金

補 助 費 等　�各種事業や団
体への補助金
や負担金

維持補修費　�公共施設の修
繕料等

普通建設事業 費　道路等の
整備等に使っ
たお金

おもな用語チェック

会計名 歳入決算額 歳出決算額

一 般 会 計 83億3,173万円 76億4,199万円

特 別 会 計 62億5,118万円 66億9,419万円

国民健康保険事業 30億1,718万円 34億7,996万円

大字龍田財産区 349万円 32万円

公共下水道事業 12億1,427万円 12億1,427万円

介護保険事業 17億2,872万円 17億1,335万円

後期高齢者医療 2億8,752万円 2億8,629万円

総　合　計 145億8,291万円 143億3,618万円

斑 鳩 家 の 支 出 支出額（円） 構成比（％） 平成23年の歳出

生　 活　 費
食費 52,000 19.4 人件費

医療費、教育費等 40,000 14.9 扶助費

ローンの返済 36,000 13.4 公債費

その他生活費

光熱水費・消耗品等 55,000 20.5 物件費

家の修繕費 4,000 1.5 維持補修費

自治会費・スポーツ
クラブ会費等 30,000 11.2 補助費等

貯金 1,000 0.4 積立金

子どもへの仕送り 31,000 11.6 繰出金

家の増改築費 家の増改築費用 19,000 7.1 普通建設事
業費等

合　　　　計 268,000
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●�

法
隆
寺
ゆ
か
り
の
都
市
文
化
交

流
協
定
締
結
記
念
事
業
と
し

て
、
提
携
都
市
で
あ
る
神
奈
川

県
小
田
原
市
で
、
飛
鳥
時
代
の

貴
重
な
歴
史
資
料
等
の
展
示
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

●�

史
跡
公
園
整
備
に
伴
う
史
跡
中

宮
寺
跡
の
発
掘
調
査
が
完
了
し

た
こ
と
か
ら
、
中
宮
寺
跡
の
周

知
と
遺
跡
の
重
要
性
を
認
識
す

る
機
会
づ
く
り
と
し
て
、
史
跡

中
宮
寺
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。

文化の香り高く
　心豊かなまちづくり

●�

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

相
談
支
援
、
地
域
生
活
支
援
事

業
に
関
す
る
事
項
を
示
し
た
第

3
次
斑
鳩
町
障
害
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

●�

健
康
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を

活
動
拠
点
と
し
て
活
動
で
き
る

保
健
セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

●�

各
幼
稚
園
の
保
育
室
・
遊
戯
室

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、
夏
季

の
保
育
環
境
を
改
善
し
ま
し
た
。

すこやかに生き生き
暮らせるまちづくり

●�

道
路
交
通
の
安
全
性
の
確
保
や

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
に
係
る
コ

ス
ト
の
削
減
を
図
る
た
め
、
橋

り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

●�

計
画
的
・
効
率
的
な
都
市
基
盤

整
備
を
す
す
め
る
た
め
、
主
要

幹
線
道
路
の
交
通
量
調
査
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

●�

住
宅
の
耐
震
化
の
向
上
を
図
る

た
め
、
申
請
に
基
づ
き
、
無
料

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
に

要
す
る
費
用
の
一
部
補
助
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

潤いのある
魅力的なまちづくり

▶斑
鳩
文
化
の
継
承
や
観
光
客
誘
致
の
た

め
、
斑
鳩
の
里
を
発
祥
の
地
と
す
る
能
楽

「
金
剛
流
」
の
里
帰
り
公
演
と
し
て
、
観

月
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

▲�心の健康づくりを推進するため、講演会を開催し、
知識の普及啓発や情報提供をおこないました。

平成23年度に
　　　おこなった
主な事業を
　　　紹介します。
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▲�すべての人が安らぎを感じられる風景・景観
づくりのため、法起寺・法輪寺周辺などの歴
史的景観と田園風景が一体となった地域で、
コスモス栽培の推進をおこないました。

こ
ん
な
事
業
に

お
金
を
使
い
ま
し
た
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ともに築く
協働のまちづくり

平成23年度の決算

●�

観
光
客
に
「
ま
ち
あ
る
き
」
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
地
域
の
あ

ら
ゆ
る
魅
力
あ
る
資
源
を
生
か

し
、
誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る
場
所

を
提
供
す
る
た
め
、
ま
ち
あ
る
き

観
光
拠
点
づ
く
り
事
業
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

●�

観
光
客
が
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
め
る

よ
う
に
憩
の
場
所
と
し
て
法
隆
寺

ｉ
セ
ン
タ
ー
に
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
を

設
置
し
ま
し
た
。

●�

納
付
方
法
の
多
様
化
に
よ
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
・
ペ
イ
ジ
ー

収
納
の
運
用
開
始
に
向
け
た
シ

ス
テ
ム
整
備
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

●�

住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
自
治

会
の
枠
を
越
え
た
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
広
域
的
な
自
治

会
を
対
象
と
し
た
（
仮
称
）
地

域
交
流
館
の
設
計
等
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

活力とにぎわいのある
まちづくり

安全で快適なまちづくり
●�

資
源
の
浪
費
・
無
駄
を
な
く
し
、

脱
焼
却
・
脱
埋
立
を
め
ざ
す
「
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
を
す
す
め
る

た
め
、
広
く
周
知
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
ゼ
ロ･

ウ
ェ
イ
ス
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し

た
。

●�

老
朽
化
が
す
す
む
衛
生
処
理
場
で

の
焼
却
処
理
を
平
成
24
年
3
月
31

日
で
廃
止
し
、
可
燃
ご
み
焼
却
を

民
間
委
託
す
る
た
め
、
仮
設
の
積

み
替
え
施
設
の
整
備
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

●�

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
岩
手

県
大
槌
町
や
、
台
風
12
号
で
被
災

し
た
奈
良
県
十
津
川
村
、
野
迫
川

村
に
対
し
て
職
員
派
遣
等
の
支
援

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

●�

局
地
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
迅
速

に
水
防
活
動
が
お
こ
な
え
る
よ

う
、
雨
量
観
測
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

●�

浸
水
対
策
と
し
て
、
雨
水
現
況
調

査
を
も
と
に
、
既
存
水
路
の
改
修

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
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▲�斑鳩町の観光・商工業の振興のため、物産店や
　ゆるキャラショーなどの「斑鳩市」を開催しました。

▲�法隆寺の食封があったとされている縁
から、新たに神奈川県小田原市と「法
隆寺ゆかりの都市文化交流協定」を締
結し、友好都市等交流を深めました。

▶�

大
災
害
等
に
備
え
、
既
存
の
通
信
手
段

が
途
絶
え
た
際
に
活
用
す
る
衛
星
携
帯

電
話
と
停
電
時
の
緊
急
用
電
源
と
し
て

発
電
機
を
設
置
し
ま
し
た
。
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▶�
町
消
防
団
の
消
防
力
の
充
実
を
図
る
た

め
、
消
防
第
３
分
団
の
ポ
ン
プ
車
を
更

新
し
ま
し
た
。
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監
査
委
員
の
意
見

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決

算
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、

巳
忠
次
・
中
川
靖

広
両
監
査
委
員
よ
り
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

審
査
の
結
果

　

審
査
に
付
さ
れ
た
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、
歳
入
歳
出
決
算
事
項

別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
お
よ
び

財
産
に
関
す
る
調
書
の
各
計
数
は
、
関
係
法
令

に
準
拠
し
て
調
製
さ
れ
誤
り
の
な
い
も
の
と
認

め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
各
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
も
計

数
に
誤
り
な
く
、
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
た
。

■ 

決
算
の
総
括

　

当
年
度
の
連
結
ベ
ー
ス
で
の
純
計
決
算
額
は

歳
入
１
３
６
億
９
千
３
百
万
円
、
歳
出
１
３
４

億
４
千
６
百
万
円
で
、
差
引
形
式
収
支
は
２
億

４
７
百
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。
前
年
度
比
歳
入

歳
出
と
も
約
１
億
３
千
万
円
の
増
で
、
決
算
規

模
は
微
増
と
な
っ
た
。
た
だ
、
財
政
調
整
基
金

積
立
額
、
約
３
億
円
の
減
を
考
慮
す
る
と
実
質

的
に
は
も
う
少
し
拡
大
し
て
い
る
。

　

内
容
的
に
は
、
形
式
収
支
と
実
質
収
支
は
前

年
度
を
下
回
る
も
の
の
黒
字
を
維
持
し
て
い
る

が
、
単
年
度
収
支
で
は
前
年
度
の
１
千
３
百
万

円
の
黒
字
か
ら
９
百
万
円
の
赤
字
転
落
と
な
り
、

さ
ら
に
一
般
会
計
に
準
じ
て
計
算
し
て
み
た
実

質
単
年
度
収
支
で
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立
の

減
に
よ
り
前
年
度
の
３
億
１
千
４
百
万
円
の
黒

字
か
ら
８
百
万
円
の
赤
字
へ
急
降
下
す
る
。

　

予
算
の
執
行
状
況
は
、
歳
入
の
収
納
率
は
前

年
を
上
回
る
高
水
準
が
続
き
、
ま
た
歳
出
に
つ

い
て
も
執
行
率
は
上
昇
し
、
不
用
額
も
減
少
し

て
い
る
。
歳
出
予
算
は
節
約
を
行
い
余
ら
せ
る

位
で
よ
い
も
の
も
多
い
が
１
０
０
％
執
行
が
の

ぞ
ま
し
い
も
の
も
あ
り
、
そ
う
し
た
事
業
に
つ

い
て
こ
そ
予
算
消
化
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

　

水
道
事
業
企
業
債
を
含
め
た
全
町
債
は
１
９

５
億
９
千
百
万
円
で
本
年
度
も
減
少
が
続
い
て

基
金
を
控
除
し
た
純
負
債
は
１
７
５
億
９
百
万

円
と
な
る
。

　

特
別
会
計
全
体
で
は
赤
字
が
続
く
。
主
因
で

あ
る
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
最
近
３

年
間
は
赤
字
補
て
ん
の
繰
上
充
用
額
を
除
い
た

単
年
度
収
支
で
黒
字
基
調
と
な
っ
て
い
た
が
、

当
年
度
は
赤
字
に
逆
戻
り
し
た
。
保
険
給
付
費

が
急
増
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
傾
向
は
今
後
も
当
面
改
ま
る
気
配
は
あ
ま
り

感
じ
ら
れ
な
い
。
特
に
翌
年
度
歳
入
か
ら
の
繰

上
充
用
が
続
く
が
、
現
実
に
は
翌
年
度
の
当
特

別
会
計
に
充
用
す
る
資
金
の
余
裕
は
な
く
、
一

般
会
計
の
翌
年
度
繰
越
金
（
形
式
収
支
）
で
連

結
収
支
の
均
衡
が
計
ら
れ
て
い
る
状
態
で
、
こ

れ
が
一
般
会
計
の
形
式
収
支
に
多
額
の
黒
字
が

続
い
て
い
る
理
由
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に

つ
い
て
は
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

決
算
審
査
意
見
書
は
、
役
場
２
階
情
報
公
開
窓

口
に
提
示
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

■ 町債の状況■ 財産の状況

■ 基金の内訳

会　　　計 平成23年度末現在高
一 般 会 計 99億7,575万円

特 別 会 計 81億5,240万円

合　　　計 181億2,815万円

借　入　先 平成23年度末現在高
財 政 融 資 資 金 60億6,663万円

旧簡易生命保険資金 15億8,035万円

市 中 銀 行 35億7,820万円

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構 資 金 64億2,498万円

住 民 公 募 債 1億円

奈 良 県 3億1,642万円

旧 郵 便 貯 金 資 金 6,157万円

合　　　計 181億2,815万円

財産の種類 平成23年度末現在高
土 地 352,550㎡
建 物 91,907㎡
有 価 証 券 104万円
基 金 32億8,159万円

財 政 調 整 基 金 18億5,727万円
減 債 基 金 2億2,521万円
公共施設整備基金 44万円
都市計画事業整備基金 26万円
福 祉 基 金 3億2,608万円
文 化 振 興 基 金 8,657万円
斑鳩の里歴史文化遺産
保 存・ 活 用 基 金 942万円

スポーツ振興基金 2,095万円
土 地 開 発 基 金 7億2,451万円
国民健康保険財政調整基金 7万円
介護保険給付費準備基金 3,081万円

合　　　計 32億8,159万円
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平
成
23
年
度

斑
鳩
町
財
政
健
全
化
の
状
況

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
普
通
会
計

の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て
の
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、

巳
忠
次
・
中
川
靖
広
両
監
査
委
員
よ
り
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
審
査
の
結
果
】

１
．
総
合
意
見

　

審
査
に
付
さ
れ
た
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金

不
足
比
率
お
よ
び
そ
の
基
礎
と
な
る
事
項
を
記

載
し
た
書
類
は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
作
成
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

２
．
個
別
意
見

　

審
査
の
対
象
で
あ
る
①
実
質
赤
字
比
率
、
②

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
と
も
に
決
算
が
黒
字
で

あ
る
こ
と
、
③
実
質
公
債
費
比
率
は
早
期
健
全

化
団
体
の
基
準
で
あ
る
２
５
％
を
、
④
将
来
負

担
比
率
は
同
３
５
０
％
を
遥
か
に
下
回
る
７
．

４
％
及
び
１
７
．
９
％
で
あ
り
、
か
つ
実
質
公

債
費
比
率
は
前
年
度
比
な
お
０
．
３
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
何
れ
も
問
題
は
な

い
。

⑤
資
金
不
足
比
率

　
［
水
道
事
業
会
計
］

　

判
断
基
準
の
資
金
不
足
計
算
が
流
動
比
率
に

よ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
年
度
決
算
に
お
け
る
流

動
比
率
は
３
４
２
％
と
資
金
過
剰
の
状
態
を
示

し
て
お
り
、
ま
た
１
年
以
内
返
済
予
定
の
企
業

債
（
借
入
金
）
を
流
動
負
債
に
加
え
て
も
こ
れ

が
１
７
４
％
と
な
り
資
金
不
足
に
は
な
ら
な

い
。

　

し
た
が
っ
て
資
金
不
足
比
率
は
本
来
算
出
さ

れ
な
い
が
、
前
記
資
金
過
剰
額
を
年
間
営
業
収

益
で
除
し
た
比
率
（
マ
イ
ナ
ス
の
資
金
不
足
比

率
）
を
算
出
す
れ
ば
２
４
．
３
７
％
で
あ
る
。

　
［
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
］

　

決
算
の
差
引
収
支
額
は
０
円
で
資
金
不
足
は

生
じ
て
お
ら
ず
、
資
金
の
マ
イ
ナ
ス
補
正
を
行

う
べ
き
繰
上
充
用
額
、
支
払
繰
延
額
、
事
業
繰

越
額
及
び
建
設
改
良
費
等
以
外
の
経
費
の
財
源

に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し
た
地
方
債
の
何
れ
も

な
い
と
こ
ろ
か
ら
実
質
的
資
金
不
足
も
な
い
。

よ
っ
て
資
金
不
足
比
率
は
０
％
で
、
経
営
健
全

化
基
準
の
２
０
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
て
問

題
は
な
い
。

３
．
是
正
勧
告
を
要
す
る
事
項

　

特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
は
な
い
。

平成23年度の決算

　

平
成
23
年
度
に
斑
鳩
町
の
一
般

会
計
に
入
っ
て
き
た
お
金（
歳
入
）

は
、83
億
３
，１
７
３
万
円
、使
っ

た
お
金
（
歳
出
）
は
、
76
億
４
，

１
９
９
万
円
、
差
し
引
き
、
６
億

８
，９
７
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
、
平
成
24
年
度
に
繰
り

越
す
財
源
、
５
，
５
９
８
万
円
を

差
し
引
い
た
金
額（
実
質
収
支
額
）

は
、
６
億
３
，
３
７
５
万
円
の
黒

字
で
し
た
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
を
受
け
て

作
成
し
た
財
政
健
全
化
判
断
比
率

（
下
図
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
の
比
率
に
つ
い
て
も
早
期
健

全
化
団
体
と
な
る
基
準
を
大
き
く

下
回
っ
て
お
り
、
現
段
階
に
つ
い

て
は
健
全
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

景
気
の
先
行
き
が
不
透
明
な
な

か
、
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
財

政
状
況
は
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

予
算
・
決
算
に
つ
い
て
の
問
合
せ

　

企
画
財
政
課（
☎
内
線
２
５
３
）

平
成
23
年
度
決
算
か
ら

■ 斑鳩町の健全化判断比率の状況（平成23年度） （単位：％）

指標 区　　分 平成23年度
（A）

平成22年度
（B） （A）－（B） 指標の概要

実　　質
赤字比率

斑鳩町の比率 −（△ 11.40） −（△ 11.39） △ 0.01 福祉、教育、まちづくり等をおこなう地方公共団体の
一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻
度を把握する指標

早期健全化基準 14.67 14.70
財政再生基準 20.00 20.00

連結実質
赤字比率

斑鳩町の比率 −（△ 8.40） −（△ 9.02） 0.62 すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体と
しての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体とし
ての運営の深刻度を把握する指標

早期健全化基準 19.67 19.70
財政再生基準 30.00 35.00

実質公債
費 比 率

斑鳩町の比率 7.4 7.7 △ 0.30 借入金の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化
し、資金繰りの危険度を把握する指標早期健全化基準 25.0 25.0

財政再生基準 35.0 35.0

将来負担
比　　率

斑鳩町の比率 17.9 15.2 2.70 地方公共団体の一般会計の借入金（地方債）や将来支払っていく
可能性のある負担等の現時点での残高の程度を指標化し、将来財
政を圧迫する可能性が高いかどうかを把握する指標

早期健全化基準 350.0 350.0
財政再生基準 − −

注） 実質収支または連結実質収支が黒字である場合は、「実質赤字比率」または「連結実質赤字比率」は負の値で表示しています。




